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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  含フッ素ポリマーと、
  ナノ結晶セルロースの外周のみがフッ素化基質で官能化されたフッ素官能基化ナノ結晶
セルロースと
  を含み、約５００ｐｓｉ～約５０００ｐｓｉに及ぶ引張り強さを有する強化含フッ素ポ
リマー複合体であって、
　前記フッ素化基質は、
　下式（１）で表されるフルオロベンジル求電子剤であり、
【化１】

　式中、Ｘは、トシラート、メシラート、塩素、臭素、ヨウ素、アルコキシド、水酸化物
からなる群から選択され、ｎは０～１１であり、ｍは０～６であり、ｒは０～５であり、
ｐは０～５であり、ｑは０～４であって、少なくともｐ又はｑは０より大きい、強化含フ
ッ素ポリマー複合体。
【請求項２】
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  約５００フィート重量ポンド／インチ３～約１００００フィート重量ポンド／インチ３

に及ぶ靱性を有する、請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項３】
  前記フッ素官能基化ナノ結晶セルロースは、約５～約９０％の％表面官能化を有する、
請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項４】
  前記フッ素官能基化ナノ結晶セルロースは、結晶構造を有する棒様フッ素官能基化ナノ
結晶セルロース（ＮＣＣ）粒子を含む、請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項５】
  前記フッ素官能基化ＮＣＣ粒子は、約２０～約３０００ｎｍの長さを有する、請求項４
に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項６】
  前記フッ素官能基化ＮＣＣ粒子は、約２～約１０００のアスペクト比（長さ：幅）を有
する、請求項４に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項７】
  フッ素官能基化ＮＣＣ粒子は凝集しておらず、かつ前記含フッ素ポリマー複合体中に実
質的に均一に分散している、請求項４に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項８】
  前記フッ素官能基化ナノ結晶セルロースおよび前記含フッ素ポリマーは、固体－固体分
散物を形成する、請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項９】
  前記フッ素官能基化ナノ結晶セルロースは、３０％を超過しない量で存在する、請求項
１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項１０】
　前記含フッ素ポリマーは、含フッ素プラスチック、フッ素樹脂、熱弾性体、含フッ素エ
ラストマー、ポリペルフルオロエーテルエラストマー、ポリ（プロピレン－テトラフルオ
ロエチレン）、ペルフルオロアルコキシポリマー樹脂、フッ素化ビニリデンとヘキサフル
オロプロピレンの共重合体、フッ素化ビニリデンとヘキサフルオロプロピレンとテトラフ
ルオロエチレンの三元重合体、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１
に記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項１１】
　前記含フッ素ポリマーは、約５０～約９９．９重量％の量で存在している、請求項１に
記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項１２】
　前記含フッ素ポリマーは、約４０～約８０重量％のフッ素含有量を有する、請求項１に
記載の強化含フッ素ポリマー複合体。
【請求項１３】
　さらに、有効量の含フッ素ポリマーの架橋剤を含む、請求項１に記載の強化含フッ素ポ
リマー複合体。
【請求項１４】
　前記含フッ素ポリマーは架橋されている、請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合
体。
【請求項１５】
　請求項１に記載の強化含フッ素ポリマー複合体と、
　懸濁液を形成するのに有効量の溶媒と、を含む、含フッ素ポリマー複合体の懸濁液。
【請求項１６】
　前記フッ素官能基化ナノ結晶セルロースは、結晶構造を有する棒様フッ素官能基化ナノ
結晶セルロース（ＮＣＣ）粒子を含む、請求項１５に記載の懸濁液。
【請求項１７】
　前記フッ素官能基化ＮＣＣ粒子は、可溶化した含フッ素ポリマー中で実質的に均一に分
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散されている、請求項１６に記載の懸濁液。
【請求項１８】
　前記懸濁液は、１日を超える期間、実質的に均一に分散した状態で安定している、請求
項１７に記載の懸濁液。
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